目標１　【基本方針３】

基本方針３　障がいのある子ども一人ひとりの自立をしっかりと支援します

	重点項目８　府立支援学校の教育環境の充実
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【目標】

	・児童生徒数150～200 人程度の規模を大きく上回っている府立支援学校については速やかに教育環境の充実を図る。

・通学バスの片道乗車時間を60分以内にする。

・知的障がい高等部卒業生徒の就職率を毎年3～4ポイント程度増加させ、平成25年度までに倍増させる。（H19：17.8%）


【成果（平成23年度末時点）】

〔教育環境の充実〕

○　府立支援学校の教育環境充実のため、府内４地域で知的障がい支援学校の新校整備を計画どおりすすめた。

≪児童生徒数　150～200人程度の規模を大きく上回っている府立支援学校≫
	H20年度
	H21年度
	H22年度
	H23年度

	25校1分校中、

301人～ 　 5校

201～300人 4校
	25校1分校中、

301人～　  5校

201～300人 5校
	25校5分校中、

301人～　 4校

201～300人 7校
	25校5分校中、

301人～　 4校

201～300人 8校
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	H21.5月
	H22.5月
	
	H23.5月
	

	佐野支援
	451人
	本校
	431人
	本校
	457人

	
	
	分校
	64人
	分校
	67人

	八尾支援
	381人
	本校
	226人
	本校
	251人

	
	
	分校
	164人
	分校
	189人

	吹田支援
	299人
	本校
	267人
	本校
	276人

	
	
	分校
	91人
	分校
	124人

	交野支援

寝屋川支援
	261人

393人
	本校（交野）

本校（寝屋川）
	239人

310人
	本校（交野）

本校（寝屋川）
	211人

323人

	
	
	分校
	132人
	分校
	182人
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〔通学バスの充実〕
○　児童生徒増加対策として通学バスを７台増車し、片道乗車時間が60分を超える児童生徒数は、平成22年度より減少した。

[image: image6.emf]通学バスの整備状況
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≪通学バスの片道乗車時間が60分を超える児童生徒≫
　　
	H20年度
	H21年度
	H22年度
	H23年度

	340人

（約9.7％）
	203人

（約5.6％）
	266人

（約6.9％）
	239人

（約6.0％）


※府教育委員会調べ

〔就労支援〕

○　知的障がい支援学校高等部卒業生の就職率は、厳しい経済・雇用情勢のもと、目標値までの増加に至っていないものの、「職業コースの設置や関係機関との連携による職場実習受入れ企業の情報共有により、昨年より上昇し、24.3％（平成24年3月末速報）となった。
　≪知的障がい支援学校高等部卒業生の就職率≫
	　H20年度
	H21年度
	H22年度
	H23年度

	18.5％
	19.3％
	21.2％
	24.3%(H24.3月末速報値)


※府教育委員会調べ　　　　　

【課題及び対応】

	○　150～200人程度の規模を上回った支援学校が1校増加するなど、府立知的障がい支援学校の児童生徒数のさらなる増加への対応を図るとともに卒業後の自立に向けた就労を支援するため、引き続き新たな支援学校の整備を計画的に推進し、府域全体にわたり支援学校（特に知的障がい支援学校）の教育環境を充実する必要がある。

○　片道乗車時間が60分を超える運行区間の解消に向け、引き続き、運行経路の見直しや通学バスの増車等を推進する必要がある。
○　たまがわタイプ高等支援学校の新設や知的障がい支援学校に「職業コース」を計画的に設置していくとともに、福祉・労働等の関係部局や関係機関、団体等と連携して職場実習受入れ企業の情報を共有するなど、就労支援体制を整備していく必要がある。


【主な取組み（平成23年度）】

	項目
	目標

(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度実績
	進捗状況
	H23年度実施事業

	①府立支援学校の教育環境の整備
	「府立支援学校施設整備基本方針」に基づいた計画的な環境整備
	環境整備

(H25年度)
	基本方針策定
	府内４地域の新校整備にかかる設計・調査、工事等
	○
	(拡)府立知的障がい支援学校新校整備事業

(継)府立支援学校教育環境整備事業
	1.府立知的障がい支援学校の児童生徒数の増加に対応するため、府内４地域における新校整備について下記の取組を行った。

・豊能・三島：実施設計、工事着工

・北河内：基本設計、測量・地質・文化財調査、旧校舎解体撤去工事

・中河内・南河内：基本計画、耐震診断、測量・地質調査

・泉北・泉南：基本設計、測量・地質調査

2.新校整備までの間の児童生徒数の増加に対応するため、４分校を運営。
	㉓359,292
千円【単】

㉒ 91,242

　千円【単】


	
	
	
	
	４分校の運営
	○
	
	
	

	②通学時間の短縮に向けた通学バスの充実
	乗車時間を60分以内に短縮
	全児童生徒

(H25年度)
	９０．３％
	９４．０％
	○
	(継)支援学校通学バス運行事業
	自力通学が困難な支援学校の児童生徒のため、通学バスを運行した。

児童生徒増対策として、H23.4から７台増車。
	 eq \o\ac(○,23)1,783,143

千円【単】

㉒1,570,195
千円【単】

	③障がいのある生徒の就労支援
	府立知的障がい支援学校に職業コースを設置
	(※）
全知的障がい支援学校

(H30年度)
	守口支援(H15～)

茨木支援(H15～)

八尾支援(H17～)
	・本格実施

　４校

・試行実施

　４校
	○
	(新)支援学校ジョブチャレンジ整備事業

(拡)府立知的障がい支援学校における職業コースの設置
	４校で「職業コース」を本格実施。（佐野支援学校、佐野支援学校砂川校、泉北高等支援学校、堺支援学校）

新たに４校で「職業コース」を試行実施。（豊中支援学校、和泉支援学校、吹田支援学校、箕面支援学校）
	 eq \o\ac(○,23)6,173

千円【単】 

㉒　―


(※)たまがわ高等支援学校を除く、知肢併置校を含む

【参考となる指標】

◆府立支援学校　幼児児童生徒数の推移　　　　　　　　　　　　　　◆知的障がい支援学校高等部卒業生の就職率の推移
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※府教育委員会調べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※文部科学省「学校基本調査」等
◆通学バスの整備状況等（H20データは平成21年1月、H21データは平成21年9月）　　　※府教育委員会調べ

様式・参考





≪４分校整備による児童生徒数の変化≫





※府教育委員会調べ
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		通学バスの整備状況

		年度 ネンド						H13				H14				H15				H16				H17				H18				H19				H20				H21				H22				H23

		バス
台数 ダイスウ		直営				23				21				19				17				16				14				12				12				10				10				9

				委託				97				103				109				113				118				122				129				137				146				160				168

				合計 ゴウケイ				120				124				128				130				134				136				141				149				156				170				177

		乗車人数 ジョウシャニンズウ						2,658				2,760				2,828				2,973				3,078				3,250				3,359				3,495				3,637				3,838				3,968

		平均乗車時間（分） ヘイキンジョウシャジカンフン																		37				37				37				38				38				37				37				37

		61分以上(%) フンイジョウ																		10.3				10.3				10.8				10.4				9.7				5.6				6.9				6.0
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